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が発生しやすい時期となります。が発生しやすい時期となります。
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③ 火の元確認の徹底

⑤ 台所での火災防止

　調理中はその場を離れず、周囲にタオルなどの燃えやすい物を　調理中はその場を離れず、周囲にタオルなどの燃えやすい物を
置かない。置かない。
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④ 電気配線やコンセントからの火災に注意

　コードを束ねたまま使用することや、たこ足配線に注意し、傷　コードを束ねたまま使用することや、たこ足配線に注意し、傷
んだ電気コードは使用しない。んだ電気コードは使用しない。
　また、コンセントプラグにほこりなどが付着すると発熱し火災　また、コンセントプラグにほこりなどが付着すると発熱し火災
の原因となるおそれがあるため、定期的に清掃する。の原因となるおそれがあるため、定期的に清掃する。

　コードを束ねたまま使用することや、たこ足配線に注意し、傷
んだ電気コードは使用しない。
　また、コンセントプラグにほこりなどが付着すると発熱し火災
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② たき火・野焼き等からの火災に注意

① 林野火災対策の徹底

　林野火災を予防するため、注意又は危険と判断される気象状況となった場合には、「林　林野火災を予防するため、注意又は危険と判断される気象状況となった場合には、「林
野火災注意報・警報」が発令され、火の使用が制限されます。野火災注意報・警報」が発令され、火の使用が制限されます。
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